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以下の問に答えよ。
問1. 微量元素の必須性について図を用いて説明せよ。また、体内での必須微量元素の主な役割について例を挙げて説明せよ。
	

	


問2. スペシエーション分析（化学形態別分析）の必要性について例を挙げて説明せよ。
	

	


問3. 化学物質の生態毒性試験におけるエンドポイントについて説明せよ。また、半数影響濃度の導出例を図を用いて説明せよ。
	

	


問4. 化学物質の「環境リスク」と「有害性の程度」、「曝露量」の関連性について説明せよ。
	

	


問5. 富栄養化、有機汚濁それぞれの定義を示したうえで、富栄養化現象について、有機汚濁と関連づけて説明せよ。
	

	


問6. ウィンクラー法のアジ化ナトリウム変法について説明せよ。
	

	


問7. KOW, BCFそれぞれの定義を示し、両者の関係を考察せよ。
	

	

	


問8. クロマトグラフ法において相対保持指標を用いる利点を説明せよ。
	

	


問9. 同位体効果、同位体分別について説明せよ。
	

	


問10. 質量分析における質量分解能を定義したうえで、ダイオキシン類の分析において要求される質量分解能が通常10,000以上であることの意義について説明せよ。
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